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し､各 Ki,jは確率pで '^>0､確率1-pで -A'という値をとる.純粋系(p-1)の臨界
点はKc巴0.44であり､p-0.5の系では有限温度で転移はないと考えられている.L-32,
K=0.6>Kc,p-0.5の場合に､4個のサンプルに対してモンテカルロ･シミュレーショ
を評価した｡緩和の遅い順に(ll<入2<入3<- となるように)モード番号TLをつけるム図
1は､n-1に対するIFLi,nl2の空間分布で､モードが局在しクラスターを形成していること
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がわかる｡図2は､評価した入n とpi,nから再構成したq(i)(点線)をを直接シミュレーショ
ンで評価したq(i)(実線)とを比較したもので､よく一致している.同様に比較したqi(i)も
よく一致していた.クラスター(緩和モード)の有効サイズL/をその緩和時間T-1/人を用い
てT-eXplu(a-1)/d]で定義する(a-2)oこのuq)分布関数P(U)を示したのが図3で､〝の
大きいところでP(i,)～eXp(-71/)のように指数関数的に減衰していることがわかる.この
ことより､クラスター的描像に基づく理論の予想(3)がよさそうであり､漸近形(1)に対す
る補正が大きいためにシミュレーションでは(1)が見えないと考えられる｡
5.2次元ボンド希釈イジング模型に対する結果
同様の解析をボンド濃度p-0.6>pc-0.5の 16×16正方格子上のポンド希釈イジン
グ模型に対して行なった｡図4,5,6は結合定数 (温度の逆数)I(を0.4,0.6,0.8としたとき
の一番遅い緩和モードのlpi,nl2の空間分布である｡高温相における局在したモード(図4)
が､温度をさげると複数つながり(図5)､低温相では系全体に広がる(図6)様子がわかる｡
〝=0.6では､有効サイズの分布などを調べたところ､前節同様､グリフィス相でのクラ
スター的描像に基づく理論の予想と矛盾しない結果が得られた｡
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